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『計量国語学』投稿情報シート
『計量国語学』に投稿する際は，投稿原稿本体，（必要に応じて）別言語による概要のファイル（項目10参照）の２ファイルのほかに，以下の項目を記載した，この投稿シートもいっしょに送付して下さい．
ご記入いただいた個人情報は学会が適切に管理し，目的外の使用はいたしません。

１．投稿年月日（西暦）：YYYY年MM月DD日〔送信日を記入して下さい〕
２．原稿の種類：論文Ａ・論文Ｂ・研究ノート・研究資料・書評〔１つ選択して下さい〕
３．投稿の種別：

　以下のいずれかに○を付けて下さい。

　（　）一般の投稿（特集号以外への投稿）

　（　）大会発表特集号への投稿
　（　）テーマ特集号への投稿

　（テーマ特集号への投稿が「はい」の場合，以下もお書き下さい）

　特集のテーマ：
４．表題（副題も）：
５．英文表題：
６．著者（氏名，所属，会員・非会員の別を記述して下さい．共著の場合は全員分）
第１著者　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿　所属＿＿＿＿＿＿＿（会員・非会員）
〔片方を選択して下さい〕
第２著者　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿　所属＿＿＿＿＿＿＿（会員・非会員）
第３著者　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿　所属＿＿＿＿＿＿＿（会員・非会員）
…
７．連絡先（メールアドレス）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔共著の場合は代表者のメールアドレス〕
８．投稿原稿を作成した時のＰＣ環境
ＰＣのＯＳとバージョン：
原稿を編集したソフトの名前とバージョン：
９．確認事項
（１）投稿する内容は二重投稿ではありません．
（２）採用された場合，計量国語学会が著作権を持つことを了解しています．
上記の確認事項に間違いありません．（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい〕
１０．研究費・学会発表等に関する謝辞
論文が採用になった場合，投稿論文に関連する科研費等の研究費の情報や，関連する学会発表等の情報，また，調査協力者などの関係者へのお礼の言葉を謝辞としてお書き下さい．あらかじめ投稿原稿に含めて下さってもかまいません．投稿原稿に研究費の情報・学会発表等の情報を記載していない場合は次の例を参考に，謝辞に記載する文章をこの投稿情報シートに予めお書きください．論文が採用になった場合には，忘れずに最終原稿に転記してください．
謝辞記入欄（例を消して，適宜ご記入下さい）
	謝辞
例　本稿は，○○○○【研究費の名前】「○○○○○○【研究題目】」（代表：○○○○【氏名】）成果の一部である．
例　本稿は，○○○○学会第○○回大会（於○○○○）での口頭発表【またはポスター発表等】に加筆・修正をしたものである．貴重なコメントを寄せて下さった方々に感謝いたします．


１１．プレプリントに関する付記

　論文が採用になった場合で，論文の刊行に先立ってプレプリント版を公開している場合はその情報を付記として記載してください．あらかじめ投稿原稿に含めて下さってもかまいません．投稿原稿にプレプリントの情報を記載していない場合は次の例を参考に，付記に記載する文章をこの投稿情報シートに予めお書きください．論文が採用になった場合には，忘れずに最終原稿に転記してください．
付記記入欄（例を消して，適宜ご記入下さい）
	付記
例　本稿は○年○月に△△においてプレプリントとして公開したものである．https;//doi.org/.....


１２．J-STAGEでの公開時に適用するライセンスのおたずね
　以下の説明をよくお読みになって，ご希望のライセンスの番号を書いて下さい．未記入の場合は，６と見なします．
■希望するライセンスの番号：（　　　）

　『計量国語学』に掲載された原稿は，刊行から１年後に科学技術振興機構 (JST)が運営するJ-STAGEで公開しています．その際に，著者は第三者が自身の原稿をどのように利用できるか，その条件（＝ライセンス）を指定することができます．現在広く普及している，クリエイティブ・コモンズのライセンスを以下に示しますので，この中からご希望のライセンスを選んで下さい．なお，計量国語学会としてのデフォルトのライセンスは６です．
１．表示4.0 国際 (CC BY 4.0)

２．表示 - 継承 4.0 国際 (CC BY-SA 4.0)

３．表示 - 改変禁止 4.0 国際 (CC BY-ND 4.0)

４．表示 - 非営利 4.0 国際 (CC BY-NC 4.0)

５．表示 - 非営利 - 継承 4.0 国際 (CC BY-NC-SA 4.0)

６．表示 - 非営利 - 改変禁止 4.0 国際 (CC BY-NC-ND 4.0)

参考URL　クリエイティブ・コモンズ・ライセンスとは

https://creativecommons.jp/licenses/
１３．要旨の自由利用についてのおたずね
J-STAGEで公開の際，論文等の要旨を第三者が自由利用することについて許可するかどうかをおたずねします．現在，題名，著者名などの書誌情報は著作権で保護されないので誰でも自由に利用できます．これに加えて，著作物である要旨も書誌情報に含めて自由利用とすることで学術情報の流通を促進させる動きがあります．当学会ではその動向に賛同していますが，もし差し支えがあって要旨の自由利用を希望しない場合は，以下にご記入下さい．
■要旨の自由利用を希望しない：（　　）　該当する場合，○を記入して下さい．
１４．計量言語学会奨励論文賞のためのおたずね
学会では2022年度より，機関誌に掲載された投稿論文のうち，特に意欲的・革新的・創造的であり，今後の計量言語学の発展に対する寄与の可能性が大きいと判断された論文について論文賞及び奨励論文賞を授与することにしました．このうち，奨励論文賞は投稿時点において，①学生である，②大学院博士前期課程（修士課程）修了後16年未満，③博士課程修了または退学後５年未満，のいずれかの要件を満たす会員による単著論文，または，前記の要件を満たす会員のみによって書かれた共著論文を対象に選考します．これについて以下の2点にお答えください．
（１）この投稿論文の著者は，上記の①②③のいずれかの要件を満たす会員のみによって書かれています．
（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい〕
（２）（前項の回答が「はい」であった場合）この投稿論文が奨励論文賞の選考の対象となることを了解しています．
（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい．前項の回答が「いいえ」であった場合は無記入〕
１５．図のカラー印刷に関する確認
機関誌『計量国語学』の誌面は白黒印刷を基本としますが，著者が追加料金を負担することにより，図のカラー印刷を行うことができます．この時，カラーの図は色覚バリアフリーに配慮していることが望まれます．これについて以下の2点にお答えください．

（１）この論文にはカラーの図が含まれていて，採用された場合はカラー印刷のための追加料金を支払います．
（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい〕
（２）（前項の回答が「はい」であった場合）図が色覚バリアフリーに配慮していることを確認しました．
（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい．前項の回答が「いいえ」であった場合は無記入〕
カラー印刷を希望しない場合は，投稿規定にある通り，図は白黒印刷を想定して作成し，白黒の図でも本文の内容を識別できることをPDFで確認してください．
１６．電子付録の予定に関するおたずね
　J-STAGEでの論文公開の際，「付録データ」（電子付録）を付けることができます．「付録データ」（電子付録）の著作権は著者に帰属します．「付録データ」（電子付録）のライセンスも著者が指定します．「最終原稿を編集委員会が確認した後」から「原稿を掲載した冊子体機関誌の刊行日から11か月後」までの間に「付録データ」（電子付録）を学会に提出することができます．提出の手順については，入稿時に改めて詳細をお知らせをします．提出は著者の意思によるものですが，「付録データ」（電子付録）は機関誌掲載の1年後にJ-STAGEで公開される原稿PDF版と同時に公開され，その後の改変はできないため，注意喚起として，ここでは現時点での予定をおたずねします．

（１）この論文のJ-STAGE公開版に「付録データ」（電子付録）を付ける予定がある．
（はい・いいえ）〔片方を選択して下さい〕
（２）（前項の回答が「はい」であった場合）指定する予定のライセンスの番号：（　　　）
〔前項の回答が「いいえ」であった場合は無記入〕
参考　クリエイティブ・コモンズのライセンス
１．表示4.0 国際 (CC BY 4.0)

２．表示 - 継承 4.0 国際 (CC BY-SA 4.0)

３．表示 - 改変禁止 4.0 国際 (CC BY-ND 4.0)

４．表示 - 非営利 4.0 国際 (CC BY-NC 4.0)

５．表示 - 非営利 - 継承 4.0 国際 (CC BY-NC-SA 4.0)

６．表示 - 非営利 - 改変禁止 4.0 国際 (CC BY-NC-ND 4.0)

参考URL　クリエイティブ・コモンズ・ライセンスとは

https://creativecommons.jp/licenses/
１７．お送りいただくファイル及び送付先
お送りいただくファイルは原稿の種類によって異なります．以下の表をご参照ください．なお，書評・文献紹介では，本文使用言語と異なる言語の表題をこの投稿情報シートの項目４にご記入ください．
原稿の種類とお送りいただくファイル
	原稿の種類
	投稿原稿本体
	別言語による概要
	投稿情報シート

	論文Ａ
	必要
	必要
	必要

	論文Ｂ
	
	
	

	研究ノート
	
	
	

	研究資料
	
	
	

	解説
	
	
	

	書評・文献紹介
	
	不要
	

	その他報告類
	
	
	


投稿原稿本体及び別言語による概要の内容については，投稿規定III-1を参照してください．
１～１２に記入したら，投稿原稿本体のファイル，（必要に応じて）別言語による概要のファイル，投稿情報シートのファイルの３点を以下にお送り下さい． 
投稿の送付先： submission@math-ling.org

以下は，編集委員会で記入します．
	受理日
	

	受付番号（注）
	

	備考
	


注：投稿は，受付番号で管理します．例えば，投稿年月日が2015年5月8日の場合，20150508が受付番号になります．シートに記載された投稿年月日と学会の受信日に相違がある場合は学会の受信日を優先します．
